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１．所管区域及び一般的状況と特殊性

当管内は、県の北東部に位置し、総土地面積は1,242㎢で県土の29.9％を占める。

吉野川、鮎喰川、園瀬川、勝浦川及び立江川の５河川の流域に肥沃な耕地が分布し、県下の
重要な農業地帯となっている。

吉野川の北には讃岐山脈が連なり、扇状台地を形成している。南には標高1,000ｍを超える四
国山地が広がり、地形は急峻で地すべり地も多いが、勝浦川や鮎喰川上流などにはスギやヒノ
キの人工林が多く、林業経営が行われている。

気温は、年平均16℃前後であるが、雨量は北部1,300㎜、南部1,500～2,500㎜と徳島市を境とし
て瀬戸内気候帯と太平洋気候帯に分かれている。

当管内の販売農家数は8,918戸、耕地面積は16,274haあり、それぞれ県全体の62.5％、60.0％
を占め、さらに農業産出額に至っては、766億円と県全体の78.3％を占めるなど、本県農業の主要
地域となっている。

平坦地域の水田地帯では、水稲だけでなく洋にんじん、レタス、なす、トマト、ほうれんそう、ブロッ
コリー、カリフラワーなど、本県を代表する野菜が栽培されている。

また、鳴門市を中心とした砂地畑では、かんしょ（なると金時）やだいこんの栽培が行われている
ほか、れんこん、なしの主産地となっている。

四国山地の中山間地域では、傾斜地を利用したみかんやすだち、うめなどの果樹や山菜、花木
などの生産が行われている。また、いちごやなす、きゅうりなどの野菜、みかんやすだちなどの果樹、
シンビジウムやユリなどの花きの施設栽培が行われており、乳用牛、肉用牛、豚、肉用鶏の飼養も
盛んである。

林業経営体は72経営体、森林面積は66,483haあり、それぞれ県全体の27.3％、21.1％を占め
ている。素材生産量は約２万５千㎥で、そのほとんどが上勝町、勝浦町、神山町、吉野川市の「川
上地区」で生産されている。

一方「川下地区」である小松島市、徳島市では、木材産業の集積地が形成されている。
また、ハウス施設を利用した菌床しいたけの栽培が盛んである。

徳島市、鳴門市、小松島市、吉野川市、阿波市、勝浦郡（勝浦町・上勝町）、名東郡（佐那河内
村）、名西郡（石井町・神山町）及び板野郡（松茂町・北島町・藍住町・板野町・上板町）の５市10町
村である。
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うち本地

徳 島 市 446 191 963 1,600 2,290 2,270 687 2,977 17

鳴 門 市 423 70 351 844 851 844 872 1,723 1

小松島市 113 81 567 761 1,220 1,210 237 1,457 2

勝 浦 町 77 34 330 441 146 136 412 558 15

上 勝 町 32 21 104 157 65 55 78 143 8

佐那河内村 61 27 161 249 67 57 259 326 2

石 井 町 136 79 459 674 901 879 241 1,142 0

神 山 町 60 44 306 410 145 138 310 455 8

松 茂 町 106 13 45 164 85 82 231 316     -

北 島 町 24 18 64 106 140 138 47 187 -

藍 住 町 118 23 124 265 428 424 92 520 -

板 野 町 108 32 112 252 496 486 131 627 1

上 板 町 82 46 252 380 763 752 106 869 1

徳島庁舎管内 1,786 679 3,838 6,303 7,597 7,471 3,703 11,300 55

吉野川市 111 85 570 766 1,250 1,230 261 1,511 7

阿 波 市 431 244 1,174 1,849 2,960 2,910 503 3,463 10

吉野川庁舎管内 542 329 1,744 2,615 4,210 4,140 764 4,974 17

管内合計  ① 2,328 1,008 5,582 8,918 11,807 11,596 4,467 16,274 72

徳島県計　② 2,905 1,659 9,699 14,263 18,800 18,300 8,340 27,140 264

①／② ％ 80.1 60.8 57.6 62.5 62.8 63.4 53.6 60.0 27.3

（注）ラウンドの関係で積み上げ数値と合計が一致しない場合がある。
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（徳島庁舎）徳島市新蔵町１丁目６７番地 （電話番号 ０８８－下記の番号）

（吉野川庁舎）吉野川市川島町宮島７３６－１（電話番号 ０８８３－下記の番号）

３．東部農林水産局の組織体制  (令和７年４月１日現在）

局 長

副局長

次 長

企 画 総 務 担 当 （６２６－８５００）

農 業 支 援 第 一 担 当
徳 島 ブ ラ ン ド 推 進 担 当

（徳島農業支援センター）
（６２６－８７７１）

管 理 用 地 担 当 （６２６－８５３０）

農 村 整 備 第 一 担 当 （６２６－８５４０）

農 村 整 備 第 二 担 当 （６２６－８５６０）

林 業 振 興 担 当 （６２６－８５８１）

森 林 土 木 担 当 （６２６－８５９０）

副局長

農 業 支 援 第 二 担 当
鳴 門 藍 住 ブ ラ ン ド 推 進 担 当

（鳴門藍住農業支援センター）
（６９２－２５１５）

次 長

次 長

次 長

（２６－３７７５）農 村 整 備 担 当

（２６－３９７１）
農 業 支 援 担 当

吉 野 川 ブ ラ ン ド 推 進 担 当
（吉野川農業支援センター）

（２６－３７７１）総 務 担 当

林 務 担 当 （２６－３７９０）
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●農業の担い手育成及び確保

　

　 徳島の未来を耕す農フォーラム 　 男女(とも)に築く豊かなくらしフォーラム

４．農業関係事業について

（主な施策）

農業関係については、振興奨励事業の実施とあわせ、徳島県立農林水産総合技術支援センターの内

部組織である農業支援センターが兼務で設置され、農業改良普及業務を行っています。センターには、農

業に関する専門技術や知識を持った「普及指導員」が配置され、農業者や関係機関・団体と協力しながら

農業者の営農活動を支援するとともに、地域の特性を生かした農業の振興や魅力ある農村づくりのために

活動しています。

農業生産力の維持・向上や農山村地域の活性化を図るためには、生産面での課題解決を図る一方、

経営感覚に優れた認定農業者をはじめ、新規就農者育成総合対策（経営開始資金）※を受給する新規就

農者や青年農業者、従事者の約半数を占める女性農業者など、多様な担い手の育成・確保が重要です。

そのため、経営改善計画の作成やその実現に向けた助言・指導、就農相談活動や組織化、地域資源

を活用した６次産業化の推進など、制度資金や補助事業を活用しながら、それぞれのニーズに合わせた

きめ細かな支援を行っています。

※新規就農者育成総合対策（経営開始資金）

独立・自営就農時(経営開始)の年齢が原則50歳未満の認定新規就農者であり、農業経営者となることについて

の強い意欲を有する者に、経営開始１～３年目に年間150万円、生活・経営安定のための資金を定額交付。

令和３年度までは、農業次世代人材投資事業（経営開始型）として、経営開始１～３年目は年間150万円、４～５

年目は120万円を定額交付。
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●園芸農業の振興

          若手梨生産者勉強会 無人防除機の導入（ミニトマト）

　ドローンによる農薬散布の実証（ブロッコリー） 　　高度環境制御型園芸ハウス（イチゴ）

本県の農業を支える園芸品目の生産拡大や省力・低コスト化に向け，主要品目ごとの課題解決プ
ログラムの策定・実践による産地や流通の構造改革を進めるとともに，需要に応じた新たな品目・作
型の導入や加工業務用野菜の生産拡大等を進めています。

また，農産物の高付加価値化や生産性の向上による産地の収益力強化等のためスマート農業や，
機械・施設の導入整備などに対し，支援を行っています。

園芸品目の生産拡大や省力・低コスト化に向け、主要品目ごとの課題解決プログラムの策定・実
践による産地や流通の構造改革を進めるとともに、需要に応じた新たな品目・作型の導入や加工業
務用野菜の生産拡大等を進めています。

また、農産物の高付加価値化や生産性の向上による産地の収益力強化のため、スマート農業や
機械・施設の導入整備などに対し、支援を行っています。
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  ●安全・安心な食料の安定的供給

とくしま安2ＧＡＰ指導 ＧＡＰの指標を用いた安全点検活動指導

　    　　         　　　 　　　　　

  ●中山間地域等への支援

農村ＲＭＯ設立に向けたワークショップの開催

彩葉選別作業の様子

中山間地域の豊かな資源や環境を活かした新た

な農作物作付体系の導入等を推進するなど，特色

ある農業の育成を進めています。

地域のブランド品目であるすだち，みかん，彩（い

ろどり）の生産において，課題となっている生産者

の高齢化や担い手不足に対応するため，他市町村

を含む広範な地域からの担い手を確保し育成する

とともに，省力化技術の普及導入に努めています。

また，野生鳥獣による農産物の被害を軽減するた

め，補助事業を活用した野生鳥獣被害防止施設の

設置等を推進するなど，持続可能な産地づくりを目

指しています。

中山間地域の豊かな資源や環境を活かした新た

な農作物作付体系の導入等を推進するなど，特色

ある農業の育成を進めています。

地域のブランド品目であるすだち，みかん，彩（い

ろどり）の生産において，課題となっている生産者

の高齢化や担い手不足に対応するため，他市町村

を含む広範な地域からの担い手を確保し育成する

とともに，省力化技術の普及導入に努めています。

また，野生鳥獣による農産物の被害を軽減するた

め，補助事業を活用した野生鳥獣被害防止施設の

設置等を推進するなど，持続可能な産地づくりを目

指しています。

中山間地域の豊かな資源や環境を活かした新た

な農作物の導入を推進するなど，特色ある農業の

育成を進めています。

地域のブランド品目であるすだち，みかん，彩（い

ろどり）の生産において，課題となっている生産者

の高齢化や担い手不足に対応するため，他市町村

を含む広範な地域からの担い手を確保し育成する

とともに，省力化技術の普及導入に努めています。

また，野生鳥獣による農産物の被害を軽減するた

め，補助事業を活用した野生鳥獣被害防止施設の

設置等を推進するなど，持続可能な産地づくりを目

指しています。

中山間地域の豊かな資源や環境を活かした新た

な農作物作付体系の導入等を推進するなど，特色

ある農業の育成を進めています。

地域のブランド品目であるすだち，みかん，彩（い

ろどり）の生産において，課題となっている生産者

の高齢化や担い手不足に対応するため，他市町村

を含む広範な地域からの担い手を確保し育成する

とともに，省力化技術の普及導入に努めています。

また，野生鳥獣による農産物の被害を軽減するた

め，補助事業を活用した野生鳥獣被害防止施設の

設置等を推進するなど，持続可能な産地づくりを目

指しています。

中山間地域の豊かな資源や環境を活かした新た

な農作物作付体系の導入等を推進するなど，特色

ある農業の育成を進めています。

地域のブランド品目であるすだち，みかん，彩（い

ろどり）の生産において，課題となっている生産者

の高齢化や担い手不足に対応するため，他市町村

を含む広範な地域からの担い手を確保し育成する

とともに，省力化技術の普及導入に努めています。

また，野生鳥獣による農産物の被害を軽減するた

め，補助事業を活用した野生鳥獣被害防止施設の

設置等を推進するなど，持続可能な産地づくりを目

指しています。

中山間地域の豊かな資源や環境を活かした新た

な農作物の導入を推進するなど、特色ある農業の

育成を進めています。

地域のブランド品目であるすだち、みかん、彩（い

ろどり）の生産において、課題となっている生産者

の高齢化や担い手不足に対応するため、地域内外

からの担い手を確保し、育成するとともに、ドローン

防除など、省力化技術の普及導入に努めています。

また、野生鳥獣による農作物の被害を軽減するた

め、補助事業を活用した野生鳥獣被害防止施設の

設置等を推進するなど、持続可能な産地づくりを目

指しています。
一方、農業を核とした経済活動と併せて、生活支

援等地域コミュニティの維持に資する取組を行う
「農村型地域運営組織（農村ＲＭＯ）」についての関
心が高まっています。

そのため、農村ＲＭＯに関する事例の紹介や支
援制度に関する情報の提供、地域内の合意形成に
係る支援を行っています。

県産農産物に対する消費者や流通関係者の信頼に応えるため、安全・安心で高品質な生産供給体

制の整備や安全な農産物を生産する手法であるＧＡＰ（農業生産工程管理）の導入を進めています。

また、有機質資源の循環利用による土づくりや化学肥料・化学農薬の使用量低減を一体的に行うエ

コファーマーをはじめとした環境保全型農業を推進しています。
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とくしま安２ＧＡＰ農産物認証の推移 （東部農林水産局管内）
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（主な施策）

●中山間地域等直接支払事業

●農林漁家民宿の推進

５．農村振興関係事業について

樫原集落の棚田（上勝町）

石井町　懐和の里 客室（ファン　ファーム）

水路環境の保全活動（徳島市）

中山間地域においては、農林業の振興に加え、耕作

放棄地の発生防止や農村景観の保全等多面的な機能

を確保する必要があります。

令和６年度には「中山間地域等直接支払事業」の実施

により、管内８市町村の114協定(徳島83、吉野川31)にお

いて、耕作放棄の防止等に向けた取り組みが行われて

おり、「多面的機能支払事業」では、管内10市町の79活

動組織(徳島60、吉野川19)において、地域資源の適切な

保全管理を支援しています。

緑豊かな自然や日本の伝統的な生活・文化を残している農山漁村を訪れ，農林漁業を体験しようとする

方々が増えています｡そこで，過疎・高齢化が進む地域の活性化を図るため，平成２０年８月に「とくしま農

林漁家民宿確認要綱」を制定し，「農林漁家民宿」を推進しています。

令和３年５月１日時点で，20軒（吉野川市美郷３，阿波市３，徳島市国府町１，小松島市櫛淵町１，勝浦

郡上勝町６，勝浦町３，名西郡神山町２，石井町１）が開業しています。

緑豊かな自然や日本の伝統的な生活・文化を残している農山漁村を訪れ，農林漁業を体験しようとする

方々が増えています｡そこで，過疎・高齢化が進む地域の活性化を図るため，平成２０年８月に「とくしま農

林漁家民宿確認要綱」を制定し，「農林漁家民宿」を推進しています。

令和４年６月１日時点で，20軒（吉野川市美郷３，阿波市３，徳島市国府町１，小松島市櫛淵町１，上勝

町６，勝浦町３，神山町２，石井町１）が開業しています。

緑豊かな自然や日本の伝統的な生活・文化を残している農山漁村を訪れ，農林漁業を体験しようとする

方々が増えています｡そこで，過疎・高齢化が進む地域の活性化を図るため，平成２０年８月に「とくしま農

林漁家民宿確認要綱」を制定し，「農林漁家民宿」を推進しています。

令和３年５月１日時点で，20軒（吉野川市美郷３，阿波市３，徳島市国府町１，小松島市櫛淵町１，勝浦

郡上勝町６，勝浦町３，名西郡神山町２，石井町１）が開業しています。

緑豊かな自然や日本の伝統的な生活・文化を残している農山漁村を訪れ、農林漁業を体験しようとする

方々が増えています｡そこで、都市と農村の交流の推進及び過疎・高齢化が進む地域の活性化を図るた

め、平成20年８月に「とくしま農林漁家民宿確認要綱」を制定し、「農林漁家民宿」を推進しています。

令和７年６月１日時点で、18施設（徳島市２、小松島市１、吉野川市３、阿波市３、勝浦町２、上勝町４、

石井町１、神山町２）が開業しています。
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●農業版ＢＣＰの策定

ＢＣＰ会議 ＢＣＰ訓練

近い将来に発生が予測される南海トラフ大地震とそれに伴う大津波災害や直下型地震では、農地

や農業用施設が甚大な被害を受け、ブランド産地が維持できない状況になるおそれがあります。

県は被害想定地域の早期復旧を可能にするため、「農業版BCP（事業継続計画）」および「農業版

BCP直下型地震編」を策定し、関係する自治体や農業団体等と対策協議会を設置するとともに、計画

を具現化する研修、訓練などを行っています。
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（主な施策）

●経営体育成基盤整備事業

地区名 市町村名 施設の種類
和田島 小松島市
日吉 阿波市

●農業水利施設保全対策事業

喜来２期 松茂町
大津東部２期 鳴門市

小松島市
阿波市

その他
計

実施地区（令和７年度）

地区名 市町村名 施設の種類
排水機

田野揚水機場２期

阿北揚水機場２期

６．農業農村整備事業について

実施地区（令和７年度）

ほ場整備
ほ場整備

排水機

    区画整理完了（小松島市　和田島地区） ほ場整備地区　区域 （小松島市　和田島地区）

揚水機
排水機
24地区

   排水機　改修状況 （鳴門市　恵美寿地区）    改修後の排水路 （阿波市　古毛川排水路地区）

   樋門改修完了 （松茂町 喜来地区）

28地区

区画整理を中心とした生産基盤の総合的な整備や既に整備された施設の老朽化に対応した更新及び機能向

上整備を行い、高生産性農業の実現と担い手の育成を支援しています。

小松島市和田島町では、農地中間管理機構と連携したほ場整備に取り組んでいます。ほ場整備の実施により、

大区画化、省力化が進んだ農地を一括して農地中間管理機構が借受け、担い手へ長期に渡り貸し付けることに

より、担い手への農地集積・集約化や生産効率の向上、農業の高付加価値化等を推進します。

農業水利施設の老朽化が進んでおり、修繕や更新が必
要な施設が増加しています。施設の機能診断を行い、保全
計画を策定、長寿命化を図ることにより、財政負担を平準化
しつつ、高生産性農業の実現と担い手の育成を支援します。
令和７年度は、管内28地区で事業を実施しています。

- 9 -



●農道整備事業

●国営附帯県営農地防災事業

大津東部東２期 鳴門市
那賀川・小松島 小松島市

地区名 市町村名

揚水機場と調整水槽（大津東部東２期地区）  揚水機場（那賀川・小松島地区）

実施地区（令和７年度）
地区名 市町村名

整備済みの農道（上勝町 徳島東部３期地区）

勝浦町、上勝町
広域農道
整備事業

吉野川中部３期 吉野川市
勝浦南部上３期 勝浦町基幹農道

整備事業

徳島東部３期

用水路補修（那賀川・小松島地区）

事業名

整備が完了した農道（阿波市　伊沢中央２期地区）

忌部６期 吉野川市

徳島市、佐那河内村

実施地区（令和７年度）

吉野川下流地域及び那賀川下流域では，農水省
が行う「国営総合農地防災事業」により，水質の悪
化による農業被害の防止や用水管理の省力化を目
的と幹線用水路の整備が進んでいます。

徳島県では，この関連事業として，水質の改善や
用水路のパイプライン化，用水路の改修・改良等に
よる用水管理の省力化に取り組んでおり，令和４年
度は，管内２地区において事業を実施しています｡

農業の振興を図る地域では農道網を有機
的かつ効率的に整備することにより、農産物
の輸送労力やコストの縮減による農家所得
の向上や生活の場としての農村環境の改善
に寄与しています。

広域農道、基幹農道等様々な規模の農道

整備事業を活用しながら整備を進めています。

吉野川下流域及び那賀川下流域では、農水省が
行う「国営総合農地防災事業」により、水質の悪化に
よる農業被害の防止や用水管理の省力化を目的と
した幹線用水路の整備がなされています。

徳島県では、この関連事業として、水質の改善や
用水路のパイプライン化、用水路の改修・改良等に
よる用水管理の省力化に取り組んでおり、令和７年
度は、管内２地区において事業を実施しています｡
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●ため池等整備事業

●とくしま農山漁村(ふるさと)応援し隊事業

　徳島庁舎管内 　延べ15日間実施
　吉野川庁舎管内 　延べ ４日間実施

応援し隊（勝浦町） 応援し隊（阿波市市場町）

（ビックひな祭り事前準備） （大影どろんこバレー大会運営補助）

活動状況（勝浦町） 活動状況（阿波市市場町）

（ひな人形受け取り作業状況） （どろんこバレー実施状況）

ため池

整備中のため池（吉野川市 古志田池地区）

慶田の池 板野町 ため池
古志田池 吉野川市 ため池

地区名 市町村名 施設の種類
第１金清池 阿波市

実施地区（令和７年度）

協働活動実績（令和６年度）

老朽化した農業用ため池からの漏水や決壊
による農地及び人家等への災害を未然に防止
するため、耐震性の調査やため池の利用、管理
状況を踏まえた防災対策に取り組んでいます。

令和７年度は、管内３地区において改修工事
を実施しています。

社会貢献等に前向きな企業・大学・NPO法人等と応援
を求める農山漁村地域の間を県が取り持ち、農作業支
援や地域の活性化活動等を両者の協働により実施して
います。

農山漁村地域の維持保全に役立つことはもちろん、
新たな交流により人・物・心の活性化が促され、双方にメ
リットのある協働活動が展開されています。
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（主な施策）

森林・林業施策の推進

●林業の担い手対策（１）

　

７．林務関係事業について

コンテナ苗配水施設（徳島市）

高校生のインターンシップ（神山町） 　　　　　　　安全パトロール（神山町）

三点セットによる搬出間伐（勝浦町）

地域の林業がさらに発展していくためには，何よりも林業の担い手の育成確保が必要です。
このため，林業アカデミーや緑の研修制度を活用し，担い手確保を進めるとともに，技術力向上や生産性向上に

向け実際に現場で作業を行っている人の研修会や現地指導を林業普及指導員を中心に行っています。
また，林業労働の安全意識を高めるため，国の機関や林業労働災害防止協会など関係者と合同で，安全パト

ロールを実施しています。
さらに，各林業経営体では森林・林業の重要性を理解してもらい，将来の就職へと繋げるため，林業研究グルー

プ等と連携し，高校生を対象とした林業のインターンシップを行っています。

地域の林業がさらに発展するためには、担い手の育成確保が重要であり、とくしま林業アカデミーや緑の研修制
度を活用し、担い手の確保に努めるとともに、現場作業従事者や林業普及指導員が中心となり技術力や生産性向
上に向けた指導を行っています。

また、林業労働の安全意識を高めるため、国の機関や林業労働災害防止協会等の関係機関と合同で安全パト
ロールを実施しています。

さらに、森林・林業の重要性を理解してもらい、将来の就職へと繋げるため、林業研究グループ等と連携し、高
校生を対象とした林業のインターンシップを行っています。

プロセッサ

フォワーダ

スイングヤーダ

※1高性能林業機械
・スイングヤーダ：伐倒した木を作業道まで引き上げる機械
・プロセッサ：伐倒した木を枝払いし長さを切り揃える機械
・フォワーダ：切り揃えられた木材を積載し運搬する機械

※2ＭＤＦ：木材を繊維に分解加圧し板状にした中質繊維板
※3搬出間伐：間伐材を木材として利用するため山から搬出すること

充実した森林資源を有効に活用し、森林所有者の所得向上と林業事業体の育成を図るため、高性能

林業機械※1と作業道を組み合わせた効率的な間伐材の生産を推進しています。また、合板やMDF※2へ

の利用など川上から川下までが一体となった取組を進めることで搬出間伐※3 をはじめとした木材利用を

促進してきました。

森林・林業施策への取組により、主伐から植林、保育までの「森林サイクル」の確立を図り、県産材のさ

らなる増産と多様な担い手の育成による林業の成長産業化を推進します。
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●林業の担い手対策（２）

●木材加工施設等の整備

管内は県内木材消費量の大半を占め、合板及びＭＤＦ（中質繊維板）の加工施設が立地する等、大型製材工
場や木材加工施設が集積し、徳島県の林業を支える大きな力となっています。

森林林業への関心を高め、意識の醸成を図ることが、林業担い手候補の拡大へとつながります。
小学生から高校生までを対象に、各々の習熟度や経験に合わせ、学びと経験の場を提供することで、将来にむ

けた林業や関連業種への人材育成を目指します。

国産針葉樹を利用した

合板工場（小松島市）

MDF工場（小松島市）国産材大型製材工場（小松島市）

上勝小学校 森林教室

～上勝町にて～

城西高校 出前授業

～城西高校にて～

小松島中学校 森林教室

～小松島中学校にて～

城西高校神山校 森林女子部 樹木観察

～神山森林公園 イルローザの森にて～
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●特用林産物の振興

●森林環境の適切な管理

（人）

管内は、平成16年から全国第１位の生産量を誇る「生しいたけ」の約80％を占める産地となっており、更な
るブランド力向上に向けた様々な取組を支援し、安全安心で安定した「生しいたけ」の生産推進を図ってまい
ります。

森林法に基づき公益的機能の発揮を目的とした保安林や、森林の適切な開発と利用を促すための林地開発
許可制度の適正な運用により、森林環境の適切な管理を行っています。

また、森林病害虫等の防除についても関係自治体等の協力を得ながら推進しています。

森林病害虫等防除事業の状況（松茂町） 森林被害の状況（ナラ枯れ病）

しいたけの菌床栽培（徳島市）

水源かん養保安林（勝浦町） 林地開発許可地（鳴門市）

出荷状況（徳島市）
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●狩猟と野生鳥獣の保護管理

●狩猟免許所持者数の推移（東部管内）

希少種の保護（ミサゴ） ハンティングスクール（わなの設置）

直近５年間の狩猟免許所持者数は1,000人程度であり、新規狩猟免許取得者数は、年間約100人、そのうち
網・わな猟免許取得者が約６割を占めています。

野生鳥獣の適正管理に重要な役割を担う狩猟免許所持者を確保するため、免許試験実施の回数を増やした
り、初心者向けの研修会を実施しています。

野鳥の森（石井町）

近年、イノシシやシカなど野生鳥獣の生息数の増加や生息地の拡大により、農作物被害や人的被害及び

生活環境被害がもたらされています。一方、絶滅のおそれがある希少種の保護や、さらには野生鳥獣による

感染症の積極的な対応が求められるなど取組は多岐にわたります。

このため、人と鳥獣との適切な関係の構築を通じて両者の軋轢の最小化を図り問題解決ができるよう、市

町村や猟友会など関係者と連携しながら取り組んでいます。
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●治山事業

【神山町西分地区】

【予防治山事業】

山腹崩壊地や侵食により、土砂が堆積している渓流等の荒廃山地を復旧整備し、山地災害を防止・軽減

するための事業です。

【上勝町樋口地区】

近年、地球温暖化の影響に伴う台風の大型化や大雨をもたらす線状降水帯等により、山地に起因する災

害が頻発化・激甚化しています。このため、県民が安全で安心できる豊かな暮らしを実現するため、治山施設

や地すべり防止施設の整備、既存施設の長寿命化対策を計画的に実施しています。

また、治山施設整備とあわせて、山地災害防止に向けた普及啓発や山地災害危険地区の調査・点検パト

ロールなどのソフト対策も実施しています。

【復旧治山事業等】

渓流に不安定な土砂等が堆積 工事完了（治山ダム工）

山腹崩壊が起こりそうな危険箇所や侵食等により、荒廃の兆しのある渓流などにおいて、事前防災・減
災対策として治山施設の整備を行う事業です。

落石及び倒木が発生 工事完了（山腹工）
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●山地防災活動

【地すべり防止事業】

地すべり防止区域として指定された地域において、集水井工や排水ボーリング工等の地すべり防止施設
を整備することにより、地すべり被害を除去又は軽減し、人家や公共施設等を守るための事業です。

地すべりの原因となる地下水を排除する集水井工 雨水等を速やかに地すべり区域外へ排水

【吉野川市倉羅地区】

毎年、「山地災害防止キャンペーン」（５月20日から６月30日）期間中、集中的に市町村職員や山地防災ヘ

ルパーとの連携による、山地災害危険地区のパトロールや治山施設の点検を行っています。

ドローンによる調査状況 治山施設の点検状況

【機能強化・老朽化対策事業】

既存の治山施設が将来にわたり機能を適切に発揮し続けるよう、長寿命化計画に基づき、老朽化する施
設を維持・更新する事業です。

【上勝町炭ノ向地区】

既存施設の老朽化が進行 工事完了（治山ダム工）
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●林道事業

●管内市町村別林内道路密度

  

大川原旭丸線 大川原工区

（既設林道を利用した伐採・搬出状況）

生実八重地線 八重地工区

（地形を利用した線形による開設）

大川原旭丸線 大川原工区

（既設林道を利用した間伐状況）

生実八重地線 八重地工区

（林道を利用し、搬出間伐（列状）を実施）

森林資源の一層の活用を目指すため、重要な林道開設工事を実施しています。
管内においては、佐那河内村大川原と上勝町を経由し神山町柴小屋に至る広域的な林道（大川原旭丸線）
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●管内の林道開設の効果

【開設中の状況】

【基幹となる林道の状況】

豊富な森林資源の利用を考慮し開設された林道

生実八重地線（上勝町）

風力発電施設の設置及び管理にも利用されている林道

大川原旭丸線（上勝町）

開設した林道を起点に森林所有者が必要とする作業道が開設される等、木材資源の積極的な利用に繋がる

事業を推進しています。

また、開設した林道沿いには風力発電施設が設置され、施設の維持管理にも林道が活用されています。

小学生を対象 中学生を対象 ドローンによる被害調査の

模擬飛行の実演と操作体験

近年「大型化する台風」や「線状降水帯」のほか、「南海トラフ巨大地震」 など、大規模災害の発生が懸念されて

おり、特に「豪雨災害」は、上流域の森林や中山間地域の荒廃、水源地の喪失や土砂の流出など中山間地域は

もとより下流域にも多大な被害が想定されます。

森林土木事業は、中山間地域住民の生命・財産を山地災害から守るための重要な事業となっています。しかしな

がら、中山間地域は急速な過疎化や高齢化により森林土木従事者の減少が顕著であり、事業実施に苦慮しており、

発災時には対応が厳しい状況となっております。

このことから、後継者育成を目的として、小・中学生を対象に山地災害や森林の持つ機能強化などに資する

森林土木の役割を学ぶ学習会を定期的に実施しています。

●森林土木（治山林道）の担い手対策

- 19 -



　　　　　発行　　徳島県東部農林水産局
　　　　　編集　　徳島県東部農林水産局＜徳島＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 企画総務担当


